
原子力委員会議事運営規則（案）

昭和３２年２月２８日

原  子  力  委  員  会
最終改正令和３年８月２４日

 （定例会議及び臨時会議）

第一条 原子力委員会設置法施行令第１条第１項の規定による会議は、定例会

議及び臨時会議とする。

２ 定例会議は、原則として、毎週１回開催する。

３ 臨時会議は、臨時必要がある場合に開催する。

（会議回数等）

第二条 原子力委員会（以下「委員会」という。）の会議回数は、暦年をもって

整理し、定例会議及び臨時会議を通じて通し番号とし、定例会議と臨時会

議の区別を明らかにするものとする。

２ 定例会議及び臨時会議の議事は公開する。ただし、委員長が議事を公開

しないことが適当であるとしたときは、この限りではない。

３ 前項ただし書きの規定により定例会議又は臨時会議の議事を公開しな

いとした場合には、その理由を公表するものとする。

（議案及び資料）

第三条 委員長は、あらかじめ議案を整理し、必要な資料を添えて会議に附議し

なければならない。

２ 委員は、自ら必要と認める事案を議案として会議に附議することを求め

ることができる。

 （関係行政機関の職員等の出席）

第四条 内閣府の職員又は議案の審議に必要な関係行政機関の職員であって、

委員会の承認を得た者は、委員会の会議に出席し、委員会の求めに応じて

その意見を述べることができる。

CO707224
テキストボックス
第27回原子力委員会資料第1号



２ 委員会は、必要があると認めるときは、前項に規定する者以外の者の 

出席を求め、その意見を聞くことができる。 
 
（Web 会議システムを利用した会議への出席） 
第五条 委員長が必要と認めるときは、委員は、Web 会議システム（映像と音

声の送受信により会議に出席する委員の間で同時かつ双方向に対話をす

ることができる会議システムをいう。以下同じ。）を利用して会議に出席

することができる。 
 2  Web 会議システムを利用した委員の出席は、原子力委員会設置法第８

条第第 2 項の「出席」に含めるものとする。 
  3   Web 会議システムの利用において、映像のみならず音声が送受信でき

なくなった場合、当該 Web 会議システムを利用して出席した委員は、音

声が送受信できなくなった時刻から会議を退席したものとみなす。 
  4  Web 会議システムの利用は、可能な限り静寂な個室その他これに類す

る環境で行わなければならない。 
 
 （委員長退席時等における決定の禁止） 
第六条 委員長（委員長を代理する者を含む。）及び委員が中途退席をした場合

は、原子力委員会設置法第８条第２項の「出席」とみなさないものとする。 
 
（議事の特例） 

第七条 緊急その他やむを得ない事情があり、議題の内容から合理的に判断し

て、会議を招集して審議する必要がないと委員長が認める場合は、文書そ

の他の方法により、会議の議事を行うことができる。 
２ 前項の場合においては、委員長は、その議事について、次に招集する会

議において報告しなければならない。 
 

 （議事録の作成及び公開） 
第八条 委員会の議事録は、速記録として作成し、発言者の確認を経て、公開す

るものとし、議事録を公開するまでの間は、音声記録を公開するものとす

る。ただし、議事を公開しないことが適当であるとしたときはこの限りで

はない。 



 
 （決定事項の公表） 
第九条 委員会の決定は、文書により行い、委員会が公開しないことが適当であ

るとした場合を除き、公表するものとする。 
 




